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【定例活動報告】小原本陣の森 

第１日曜日の活動より 

　　早いもので9月に突入する。9月の声を聞いてか知らないが朝晩は涼しく感
じるようになった。学生の皆さんは夏休みの最後の勉強の仕上げに忙しそうだ。

　宮村先生の学生は高校生の女子一人のみ。川田、角田、石井、原口、私の計7
名の身軽な活動になった。山主の鈴木さんの奥様と嵐山基地の詳細チェックを
行った。来週栗拾いに来られることになっている養護学校の生徒さんの車椅子
などが栗林に入れるように平地の整備を行った。 
　特に入り口になるであろう傾斜面に積んだ長年の間伐材の三角山の移動作業
を人力と軽トラで行った。移動した間伐材の処理は、使えそうな材は石井さんが
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３つの森林活動 

小原本陣の森 
第１・３日曜日 

知足の森 
第１・３日曜日 

相模湖・嵐山の森 
不定期活動 

緑のダム北相模は相模原
市内で活動する森林ボラ
ンティアです。急がず、無
理せず、楽しく、休ま
ず、 ボチボチと・・。
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乾燥小屋の柱にするため運んで活用す
る。腐敗が進んでいるものは空き地に
運び、雑草駆除のため広く散配した。
全員で力を合わせて午後1時過ぎまで
行った。終わるころには汗だくだった。
まだ少し早いが、イノシシに食べられ
るであろう、落下した栗を拾った。 

　活動後、鈴木さんの奥様のご厚意で
ブルーベリー畑で実の収穫をさせてい
ただいた。甘い木を選んで十分食べさ
せていただいた。更に各自が4パック
位お土産に持ち帰る事ができた。改め

て感謝でいっぱいです。活動に参加できなかった会員の皆様！残念！これまで1年以上の歳月を要した移
転作業はいよいよ終焉を迎えようとしている。今後は新天地で充実した活動を通して地域にトラスト活動
で貢献できる団体を目指すつもりだ。 

小林　照夫（本会、理事） 

第３日曜日の活動より 

　台風15号で被害を受けた相模湖孫山山頂付近の風雨による倒木整備を緑のダムの学生を含んだ10人のメ
ンバーでハイカーを危険から回避できるまで処理できた。径50㎝以上もあるモミの木と影響で倒れたスギ
の大木2本が折り重なった倒木は我々では危険なので森林組合に報告し処理して頂くこととした。今日は
涼しく作業日和だったがNPOは決して無理はしない大原則があります。皆さんが必死でそれぞれの場所で
整備に取り組まれたため、皆さんの状況報告を収集する余裕がなかったため短い記事で申し訳ありません 

小林　照夫（本会、理事） 

【定例活動報告】知足の森 

第３日曜日の活動より 

　今回は、粟田さんと中高生と私でまず野生動物調査のセンサーカメラの設置。前回の１ヶ月間で数頭の
シカが写って（しまった）ので、本格的なものに移行することにしました。麻布大学からお借りしている
ものに加え、台数も増やし前回の結果を踏まえ設置。前回は、シカ（オスメス）、イノシシ、アナグマ、
ハクビシンと写りこんでいて、普段気配はしないのにいるものだと再認識しました。今回は、当日セッ
ティングした高校生の感想を紹介します。 

!2



2019 OCTOBER NO.498-499

　先日、行った活動は森の
なかにいる動物の種類と数
を調べるために、森に六台
のカメラをしかけた。前回
カメラをしかけた時の映像
を元に、カメラの仕掛ける
場所を決めた。 
    まず始めにかんがえたこ
とは、どのようにしたら多
くの動物をカメラで捕らえ
ることとができるかと言う
ことだ。前回映った場所や
動物の通ったであろう跡を
参考にして多く映るであろ
うポイントを事前に予測し
てからカメラをしかけた。 
   次に考えたことは、前回
カメラをしかけた時にでき
た死角をなるべく今回でカ
バーするということだ。し
かし、今回も死角ができてしまったため、次回でそこを補っていきたい。 

三浦　康汰（東京学芸大学附属高等学校１年） 

桜井尚武の 
森のコラム 

　山地帯に普通の木で北海道から九州まで分布
する落葉高木です。ミツバチのための蜜源植物
として重要です。参考までに近縁のボダイジュ
(Tilia miqueliana)の花を載せました（写真1）。
シナノキの葉はちょっといびつなハート形でか
なり目立つ花（実）にはヘラのような大きい
苞があります（写真1、2）。 
　日本にはシナノキに近い植物にオオバボダ
イジュ(T. maximowicziana)があり、本州中部

以北と北海道に分布します。シナノキに
比べて葉が大型で基部は深い心形、毛
が多いのが識別点です。 
　シナノキは漢字で「科の木」と書き
かつては人々の生活上重要な木でした。
長野県を信濃といいますがこの信濃はさ

らに古い名前の科野に由来するという説があり
ます。6世紀頃に科野国造が現在の長野県の大方
を治めており、この領地にはシナノキが多かっ
たのでこの名がついたというのです。なぜ多かっ
たか、多いということはこの木が重要だったと
いうことで、たぶん造林していたのでしょう。 
　シナノキから作る布は芭蕉布、葛布などとと

もに三大古代織の一つともいわれその靭皮から取れる丈夫な繊維で布を織ります。これら古代布は現在で
も細々ながら作られていて、ネットで調べると科布の着物や帯はとても高値で取引されていて驚きます。
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「シナノキ(Tilia japonica)と 
民俗」

図1. 近縁のボダイジュの花  

20190523 汐入公園南千住 

図２. シナノキと蕾 

20170521嵐山 
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科野国はこの科布の大生産地だったのではないでしょうか。東北ではこの木をマンダといい、先住民のア
イヌの着物のアツシはこの木の繊維から作ると昔聴きました。シナノキは木綿や絹が出回るとその地位を
失って低質の広葉樹材として扱われるようになりました。アイスキャンデーの棒やマッチなどに使われる
ようになったのですが、材が加工しやすく白色の材面に年輪が目立たない匂いのない特徴から食べものを
入れる折箱などにも使われました。材に糖分を含むので尿素樹脂接着剤では接着不良があるといいます。 

　　　　　　　　桜井　尚武（本会、会員） 

【若者の森づくり】 
ForesTo Class 
台風による小原 孫山登山路の影響 

　今月は台風の影響による孫山の状態を見るため
に、緑のダムの森林整備班と山へ入りました。尾
根沿いの登っていくとやはり倒木がいくつもあり、
頂上に行くまでに5.6箇所存在していました。中で 

ももみの木の倒木は登山路を塞いでおり、杉の木
に絡むようにしてのたれかかっているため、その 
下をくぐるようにして抜けないといけません。こ
の処理は相当難易度が高いため、道を塞いだ針葉
樹を割り、除去する作業を行いました。 
　途中、登山される方とすれ違い『整備いただき
ありがとうございます。とても歩きやすいです。』
と言われ、嬉しい気持ちになりました。今回の台
風で千葉県では大規模な停電となっていますが、
その鉄塔の倒壊の原因は明らかになっていません
が、少なからずとも山肌の環境も影響しているの
ではと考えさせられました。 
　我々ForesTo Classは現状整備拠点がないため、
今後は宮村さんが行なっている長福寺さんのフィー
ルドの上腹部を視野に入れていきたいと思います。
来月は木工所への視察も絡めて1泊2日で相模湖
に滞在したいと考えています。 

滝澤　康至（ForesTo Class
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参加にあたって： 
初参加者は、9時15分までに
JR相模湖駅前に集合です。服
装、持ち物については、汚れ
ても良い服装、着替え、滑ら
ない靴　成るべく皮製手袋、
万一の怪我に備えて保険証、
飲料水、主食、昼食 

危機管理・救急対応： 

危険管理・救急体制・森林ボ
ランテイア保険の準備の他、
会として可能な限りの体制を
敷いていますが「怪我・事故
は、自己責任」です。 

NPO法人 
緑のダム北相模
名称：特定非営利活動法人　緑のダム北相模 
現地事務局：〒252-0172　相模原市緑区与瀬本町12　かどや食堂内 
発行人：NPO緑のダム北相模　 
支援団体：セブン-イレブン記念財団 
　　　　　積水ハウスマッチングプログラム、国土緑化推進機構 
　　　　　 
協働団体：神奈川県、相模原市、麻布大学、マルモ出版、 
　　　　　東京学芸大学環境教育研究センター、 
　　　　　（社）さがみ湖 森・モノづくり研究所、ウッドバンク㈱ 


